
民生委員・児童委員として、普
段から一人暮らしの高齢者や

一人親家庭、障害のある人がいる家
などを訪問しています。訪問に行っ
たときは、相手の話に耳を傾けるよ
う心がけています。何気ない会話や
雑談こそが、悩みや不安を抱えてい
るのではないかということに気づく
糸口になるのです。様子がおかしい
ことに気づいたら、まずは相手が必
要以上に構えることがないよう、軽
く悩みについて尋ねます。すると、
相手にもこちらが心配しているとい
うことが伝わり、相談に乗ったり、
相談先につないだりすることができ
るのです。

１人で問題を抱え込んでいると
きに周りから声をかけてもら

うと、悩んでいる人は「自分は一人
ではない」「自分のことを分かって
くれる人がいる」と感じることがで
きると思います。「気づく」ことは
難しいことではありません。隣近所
の人など、地域の人がその人の不安
や悩みに気づいて声をかけるだけ
で、悩みを抱えている人は心が軽く
なると思います。これからは、お互
いの不安や悩みに「気づく」ことが
できるよう、地域で見守り、助け合っ
ていきましょう。

大津町
民生委員児童委員
協議会会長
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地域包括支援センターで社会福
祉士として主に高齢者から介

護や福祉に関する相談を受けていま
す。多いのは、認知症や介護保険に
関する相談です。悩みを抱えている
本人からはもちろん、家族や近所の
人など、周囲の人から相談を受ける
こともあります。相談に来る人はそ
れぞれ違いますし、抱えている問題
も同じではありません。そのため、
まずは相談者一人一人の話に耳を傾
け、相手の表情や声の調子などにも
注意しながら話を聞くことが重要で
す。相談によっては、問題点がはっ
きりしないものもあるので、相談者
の話の内容を整理しながら問題点を
明確にしていきます。

話を聞くときは、無理に聞き出
すようなことはしません。信

頼関係を築いた上で初めて話しても
らえることもあります。一度の相談
で話が終わらないような場合は、ま
た相談に来てもらえるよう、次につ
なげていくことを心掛けています。

私は、包括支援センターは相談
者にとって「相談しやすい場

所」であるべきだと考えています。
これからも、相談に来た人に「来て
良かった」という気持ちになっても
らえるよう努力していきたいです。
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声をかけてコミュニケーションを 相手の声・表情から気持ちを感じよう。
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